
診療計画説明書  蜂窩織炎
                        

退院基準 

経　過 

月　日

達成目標

処　置

病名は現時点で考えられるもので今後、検査を進めるに従い変わります

入院期間は、治療内容や現時点で予測されるもので、症状により変わります

入院10日目（退院日）

　/

　　　　・皮膚の状態（熱感）が軽快している　　　　　　・発熱がない

・退院後の生活を理解している
・自分で創部の処置ができる

/             ～　　　　　　/

・傷がある方は傷の所のガーゼ交換をします

説　明
同　意

入院4日目～9日目

安静度

入院日～3日目

薬  剤
検　査

/　　　　　～　　　　/

食　事

清　潔

排　泄

・治療について理解ができる
・治療について理解ができる
・発熱がない

・熱がなければシャワーに入れます
・シャワーに入れないときはおしぼりにて身体を拭きます

・トイレは車椅子で行きます

 ・抗生物質などの点滴があります

・普通食または（状態に応じて）治療食です

・基本的にトイレ以外はベッド上安静です
・腫れている部位はなるべく安静にして挙上してください

004

　・病棟の説明及び入院中の生活についてご案内します
　・内服されているお薬がある場合は　看護師にお知らせください
　・痛みがあればお薬でコントロールします
　・ご不明なこと、心配なことなど主治医や看護師にいつでもご相談ください

　・退院後の生活について
    説明を行います・薬剤師より薬についての説明があります
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